
　
　　
　この社会科副読本「わたしたちの　しおがま」で，塩竈市のよさやすばらし
さ，市を支えている人たちについて学び，市のみなさんの思いや願いを感じな
がら，学習を深めてください。
　令和３年１１月２３日，わたしたちの住む「塩竈市」は町から市になって，
８０年という節目を迎えます。元号は，昭和から平成，そして，令和が始まり
ました。豊かで住みよい市にするために，これまでたくさんの人びとがいろい
ろな工夫や努力をして，力を合わせて生活してきました。その中でも，平成
２３年３月１１日の東日本大震災では，大きな被害を受けましたが，決して諦
めず，前を向いて歩んできました。
　塩竈市がいつまでも，いつまでも輝き続ける魅力的な市になるために，自分
の考えを出し合い，将来の夢について話し合ってみましょう。
　社会科の学習では，「なぜ」「どうして」と一人一人が課題をもち，調べ学習
や見学・体験学習を通して，友達と力を合わせて，考えながら学びを深めるこ
とが大切です。
　みなさんが学んだことを通じて，大人になってからも「ふるさと　しおがま」
への思いを持ち続けながら，社会に役立つ人になることを心から願っています。
　最後に，この本の編集にあたられた事務局の塩竈市教育委員会のみなさん，
各校の編集委員の先生方，取材にご協力いただいた関係機関，多くの関係者の
皆様に感謝いたします。
　
　　令和３年４月　
　　　　　社会科副読本「わたしたちの しおがま」編集委員長　　鈴木　智
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